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4ＤＸ推進指標の自己診断結果

情報処理推進機構（IPA）が
分析した企業の自己診断結果

DX推進指標自己診断結果 （2002-12-28 DXレポート２）

DX推進指標（成熟度レベルの基本的な考え方）
（2003-12 情報処理推進機構）

約95％の企業が
・DXに全く取り組んでいないレベル

にあるか
・DXの散発的な実施に留まっている

に過ぎない段階にある。



5一世帯当たりの収入の推移

最近の３０年間の推移



6システム開発のモデル

要件定義

基本設計

詳細設計

コーディング

テスト

保守・運用

ウオーターフォール型システム開発 （主流）



7ＤＸ推進と現場

ＤＸやるぞ～

そんなこと言ったって

現場

手段が押し付けに



82025年の崖の考察 経済産業省ＤＸレポート （2018年9月7日）



9現場システムの現状 （生産工場の発注と納品作業）
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２．入荷していても誰
も直ぐには判らな
いムダ

入荷したかどうか
きいてるんだよ

４．お届けしてもお金を
直ぐには貰えないムダ

お届けしたのになぜお金がもらえ
ないの？

次の材料を買わなくてはいけない
のになぜ請求書を書かなくてはだ

めなの？

５．リアルタイムに情報
が判らないムダ

出荷したのか？ 物は入ったの
か？ 何で一々聞かなくてはい

けないの！

３．出荷場で荷揃えが完
了しているのに判ら
ないムダ

出荷準備終わったって連絡したの
に誰も取りにこないじゃないか！

１．人の注意力に委ね
る作業のムダ

ヒューマンエラーを目視で防
止せよって？

コンピューターは助けてくれな
いの？

６．コンピューターに情
報を入力するだけの
作業のムダ
タイプミスがあると怒鳴られ

るからね。

現場には
が

助けて上げら
れそうなムダ
が一杯ありま
す。

７．プロのシステム屋の
人数のムダ

データがあれば現場屋でも、
システムつくれるよ！

コンピューターも作業改善に
フル活用！

ーーー e-七つのムダ ーーー

現場の抱える問題点の数々

≪出典：鈴木雅文様 より≫



11今後のＤＸ化の分野

これからのテーマ

1980年～



12マスタータイトルの書式設定 12システム開発は相手の悩みを解決する手法



13マスタータイトルの書式設定 13現場の出荷マンの悩みの解消



14マスタータイトルの書式設定 14現場の入荷マンの悩みの解消
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経理部門

発注側受注側

請求書 リスト

発注書発注書

受領書

代金受領

受領書

月次
日次
決算
処理

納品書

照合

納品書

支払い

請求書 リスト

受領書

出荷指示
納品書/
受領書
発行

出荷/売上票

支払依頼

入荷チェック出荷チェック

照合

出荷現場と、入荷現場の作業

自動入力

自動入力

自動発行
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経理部門

発注側受注側

請求書 リスト

発注書発注書

受領書

代金受領

受領書

月次
日次
決算
処理

納品書

照合

納品書

支払い

請求書 リスト

受領書

出荷指示
納品書/
受領書
発行

出荷/売上票

支払依頼

入荷チェック出荷チェック

照合

出荷現場と、入荷現場の作業

自動入力

自動入力

自動発行



17マスタータイトルの書式設定 17現場の生産担当の悩みの解消



182025年の崖の考察 経済産業省ＤＸレポート （2018年9月7日）



192025年の崖の考察 （まとめ）

１）現場サイドの抵抗が大きい
管理システムの必要性から現場に伝票記入等強制
現場としてはシステムははやらされるもの

→ 現場を助けてくれるシステムがない

２）ITの人材不足
ウオーターフォール型開発が一般的で開発工数が大。
古いプログラミング言語を知る人材が殆ど居ない

３）既存システムが長年継続して使われてきて判る人が居ない
既存ERPが20年以上経過してきている（６割のシステムが該当）
古いプログラミング言語を知る人材が殆ど居ない
ＩＴ人材不足 → 約４３万人に拡大

（ERP関連事務系のソフトがCOBOL中心だった。）

４）グローバル化で外国製汎用ソフトが一般化（20年前から）
カスタマイズがマストにより複雑化ブラックボックス化
20年使ってきたSAP ERP がサポートの終了を宣言。

（新規にはカスタマイズは必須）

以上のことから最大１２兆円／年の経済損失が見込まれる （2025年の崖）



20これからの挽回策 （提案）

１）全ての取引伝票にＱＲコードを印字する
工場の生産は部品の発注と購入から始まります。
全取引伝票に「ＱＲコード」を印字することで、データ化が実現。

● （ここを出発点として、現場をサポートするシステムから、
上位の管理システムへとDX化が拡大発展可能となる）

● （更に、SCCCが大幅改善し、資金繰りも高速化できる）

２）ボトムアップ型システム開発の実践
ホスト側ニーズ型から、現場ニーズ型のシステム化へ移行

● （現場の人でも作成、改善できるプログラミング手法の導入）
現場で発生し、現場をサポートしたデータでERPを完成させる
現場から上位のシステムまで一本化したシステムつくり。

（これで、43万人のIT技術者の不足をカバーできる）
（ 9 割を超えるDX未実施企業への拡大も可能となる）

● （国際的にも大きく遅れているＤＸ化のトップを挽回できる）

３）日本特有の商習慣の月末締め請求ルールの廃止。
● （資金回転率が飛躍的に向上しGDPが約55兆円増加が予測される）
（外国製汎用ソフト（EX：SAP）のカスタマイズを容易に）（グローバル化対応）



21受発注業務のネットワーク

FAX65% = 200万社
パソコン200万台配布

A社

B社

C社

D社

E社

F社

G社

（200万台 約2,000億円）

X社

200数社
200数社

200数社

200数社
200数社

200数社
200数社

200数社



22ボトムアップ型システム開発（工場ＤＸ化支援ソフトの開発）

（
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23ユニケージシステムの基本



24ユニケージ開発手法

協和工業株式会社（大府市）



25リアルタイムデータによるＤＸ化

生産実績
票

貯蔵品払
出票

資材発注
書

材料納品
書

売上実績

管理ニーズ型システム 現場ニーズ型システム

生産実績 在庫管理売上実績 生産実績 在庫管理

出来高管
理グラフ

実績データ
手書き入力

管理データ出力

入庫実績
票

売上出荷
票

管理データ出力

要
求

提
供

出来高管
理グラフ

最短ルート
検索

人の作業のお手伝い

入荷検品
チェック

部品払出
チェック

出荷異品
チェック

コンピュータは、

管理データを作るための道具。

現場に実績を入力させる。
（現場はやらされ感）

コンピュータは、

現場作業の「お手伝い」
データは現場からリアルタイム
で集まってくる。

D
X

の
方
向



26データドリブン（現場ニーズ型）開発の特徴



272025年の崖の考察 経済産業省ＤＸレポート （2018年9月7日）

OK
OK

OK

OK

OK

OK



28日本の政府にお願いしたいこと

２）帳票に印字するQRコードの内容の標準化

１）全取引伝票にＱＲコードを印字しよう宣言

・一般財団法人）流通システム開発センター（GS1 Japan）様を
中心に標準化実施。

・ 現場の製品出荷、部品受入時のチェック作業を支援できる。

・ 工場の生産は部品の発注と納品から始まることから、
DX用のデータ化が実現できる。

・ SCCCが大幅改善による、資金の循環効率の向上実現をサポート
。

・ システムベンダー各社も帳票へのＱＲコードを印字を実践可。

・ トヨタ自動車を始めとする自動車工業会各社では実施済み

・購入部品の月バッチ型の請求支払型から解放され、
（外国製汎用ソフト（EX：SAP）のカスタマイズが容易になる）

４）銀行の振込手数料の無料化

３）日本特有の商習慣の月末締め請求の廃止。

・合わせて、中小企業への検収→支払い日数の短縮化を指導する。
【 SCCCを改善し、資金循環効率の向上にも大きく貢献できる】



292025年の崖の解消＋国際的トップレベルの構築

１）現場サイドが率先してDX化を作りだし活用
現場の、現場による、現場のための、システム作り
人手不足の解消

２）総合的な工場管理システムも少ない開発チームで構築

（ICT開発の人材不足も解消）

３）グローバル化にも対応できるシステムの完成
日本特有の商習慣からの脱却によりグローバル化も容易

４）日本の製造業の９割以上がDX化を達成。

５）国際的なデジタルランキングも ３２位→トップに躍進。

６）GDPも世界4位から3位へ奪還
SCCCによる資金循環速度の大幅な改善によるGDP年間55兆円アップ予測

上記から、DX化の遅れから2025年以降に想定される

最大１２兆円／年の経済損失（2025年の崖）からも解消
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ご清聴ありがとうございました


